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「小樽港長期構想（素案）」に対して提出された 

意見等の概要及び市の考え方等について 

 

パブリックコメント募集期間 令和２年１０月１日（木）から令和２年１０月３０日（金） 

１ 意見等の提出者数            ２人 

２ 意見等の件数             １１件 

３ 上記のうち、計画等の案を修正した件数  ０件 

４ 意見等の概要及び市の考え方等 

 

No. 該当頁 意見等の概要 市の考え方等 

1 ４頁 検討スケジュールにおいて令和3年７月

に改訂予定の「小樽港港湾計画」に対して

もパブリックコメントが実施されると推察

するので、その日程を明記して戴きたい。 

港湾計画の改訂におけるパブリックコメ

ントについては、長期構想の策定に直接的

に関連がないことから、日程を記載する予

定はありません。 

なお、港湾計画改訂におけるパブリック

コメントについては、改めて実施する予定

です。 

2 6 頁 

7頁 

６頁において役割として地域経済を支え

続ける港、委員会意見として小樽のまちづ

くりへの寄与、連携などが示されているが、

これに対応した目指すべき姿が７頁には触

れられていない。港湾関連事業の従事者を

増やし市民の働く場を増強するとか、小樽

市の財政に直接貢献する事などを通して、

小樽市の経済効果に尽力する港に造り上げ

るようなコンセプトも必要と考える。 

目指すべき姿として、７頁に将来像及び

基本理念を掲載しておりますが、地域経済

に対しては、物流機能の強化による港湾の

振興で、まちづくりとの連携では、クルー

ズ振興などによる賑わいの創出により貢献

することを目指しております。 

3 43頁 南防波堤の内海側に緑地整備(釣り施設

等)を計画していることについて： 

(1) 釣り施設の確保視点では、外海に対し

てもその機能が必要と考える。 

(2) 現在南防波堤へは現在立入禁止であ

り、釣り自体が認可されていない。合法

性、安全性の視点でどのように考えて

いるのか？ 

(3) (1)(2)と関連するが南防波堤そのも

のを改修する計画はないのか？ 

釣り施設については、港外側でも釣りが

できるよう計画してまいりたい。 

また、港湾施設を釣り施設として開放す

る場合には、必要な安全対策や管理運営方

法等を検討するとともに、関係機関と協議

を行いながら進めていかなければならない

と考えております。 

南防波堤の改修については、具体の時期

は決まっておりませんが、他の施設も含め

多くの施設の老朽化が進んでいるため、順

次対策を行っていく必要があると考えてお

ります。 
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14頁 

43頁 

52頁 

安全な歩行導線の確保が必要について： 

１４頁に提示された本テーマが、観光都市に

ふさわしい交流空間の形成の一施策として

４３頁に再掲されている。この視点において

対象区間は(堺町～マリーナ)となっている。 

 一方円滑な港湾活動を支える安全・安心な

港湾空間の形成として、小樽港縦貫線におけ

る必要車線数及び歩道幅員の確保、道道との

アクセス性向上が掲げられている。小樽港縦

貫線は段差有の歩道が整備され遊歩道とし

ても市民、観光客に利用されている。これら

を総合的に捉えて堺町との連絡を意識した

小樽港縦貫線の歩道については魅力的な遊

歩道としての機能を確保して戴きたい。 

小樽港縦貫線の歩道については、幅員が

十分ではないなどの課題があるため、安全

な幅員の確保とともに、周辺緑地と一体と

なった魅力的な整備を目指してまいりま

す。 

5 

 

 対岸貿易拠点形成の必要性は十分理解で

きる。しかし、始めからロシア、中国との貿

易に特化するのはどうなのかと思う。 

これらの国と日本との関係は絶妙なもの

であり、いつ交流が途絶えるか分からないよ

うに思う。短期ならまだしも、長期構想なら

ば新規ネットワークの構築構想もあって良

いのではと思う。 

小樽港の特徴として、日本海側として

の地理的優位性があることから、対岸貿

易拠点の形成をプロジェクトとして掲げ

ておりますが、ロシア・中国だけではな

く、それらの国を介した陸上輸送ルート

を活用し、欧州等との貿易拡大も目指す

こととしております。 
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 貿易に関して、密輸や危険害虫・動物の上

陸などのリスクを低減する施策も拠点形成

の必須要件のような気がするが、それは盛り

込まなくて良いのか。 

ふ頭再編による物流空間と交流空間の

すみ分けや機能の集約化を行うことで、

密輸取締りや検疫等の効率化を図ること

ができると考えております。 

7 

 

 クルーズ拠点の機能強化については、そも

そもコロナの影響で冷え込んだ寄港船数が

元以上になるのか、とても疑問である。現状

に対する考慮を盛り込まなくて良いのか。 

 仮にクルーズ船が入港するようになった

として、万が一、船内で感染性の病人が多

数発生した場合に、散々寄港を勧めておき

ながら、入港お断りと言うのは、小樽市民

として恥ずかしいと感じる。船内感染が発

生した場合でも、停泊し、必要な支援を行

えるような設備が構想にあって欲しいと思

う。 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

令和２年はクルーズ船の寄港はありませ

んが、これまでの実績も踏まえ、長期的な

視点では、これまで以上の寄港が期待でき

ると考えております。 

 なお、今後のコロナ禍におけるクルーズ

船の対応につきましては、関係機関と連携

した上で、市民や乗船客の安全を確保でき

るよう必要な対策を適切に行ってまいり

ます。 
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 交流拠点の機能強化で、第３号ふ頭と周辺

に対する施策があるが、潮まつり等のイベン

トと競合性はないのかと思う。と同時に、潮

まつりのような大型イベントを港のような

海辺で行える施設があると素敵だと思う。そ

のようなことができる地域は他の道内の観

光地にはないと思うので、小樽の強みになる

と思う。 

第３号ふ頭及び周辺地区については、

様々なイベントが開催できる交流空間の

形成を目指しております。 

 

9 

 

 滞在型観光を目指しているようだが、港が

問題では無く、小樽市内の宿泊代が非常に高

いことが最大のボトルネックになっている

ような気がする。むしろ、札幌に仕事等の用

事で出張に来る人達が、気晴らしに、日帰り

で楽しめるような整備をした方が現実的な

ように思う。 

長期構想では、港を生かした交流空間の

形成を図るとともに、市内の観光施設など

との回遊性を高めることで、これまで以上

に滞在時間が長くなるなど、日帰り客も含

め、より多くの市民や観光客によるにぎわ

いを創出したいと考えております。 

 

10 

 

 観光資源との連絡軸が弱いと言う課題が

掲載されているが、それは私も大いに感じる

ところである。しかし、それに対する展開が

「回遊性の向上」と言う抽象的なもので、具

体的な案が無かったように感じ、残念に思っ

ている。小樽駅から気軽に手短に小樽港、特

に築港方面にアクセスできたら便利だと日

頃から感じている。 

長期構想の中では、シーバスの運航や安

全な歩行空間の確保を行うことで回遊性

の向上を図ってまいりたいとしておりま

すが、頂いた御意見については参考とさせ

ていただきます。 
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 港に関連して、バラスト水の放流による

生態系の汚染や、温暖化による海水面の上

昇問題、米軍等の軍艦入港などについて

は、どのように考えているのか、気になっ

ている。 

バラスト水等の環境問題については、国

等の関係機関と連携しながら、また、米軍

等の艦船の入港については、商港としての

役割を基本に据えながら、それぞれ適切に

対応してまいります。 

 


